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優良業者等表彰一覧（局長表彰） 
◆優良施工工事部門 

◆ＩＣＴ活用工事部門 

◆安全施工工事部門 

◆優良業務部門 

業 務 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成３０年度ダム統管管内橋梁点検業務 

 

 

● 平成２９年度小禄道路付属施設等詳細設計業務 

 

● 平成３０年度南部国道改築事業促進等検討業務 

 

● 平成３０年度北部国道管内道路附属物及び土工構造物点   

   検等（その２）業務 

● 那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）詳細設計業 

  務（その２） 

平成３０年度ダム統管管内橋梁

点検業務建設技術研究所・ＣＴＩ

グランドプラニング設計共同体 

（株）オリエンタルコンサルタンツ 

沖縄支社 

（株）千代田コンサルタント 沖縄

営業所 

大日本コンサルタント（株） 沖縄

事務所 

大日本コンサルタント（株） 沖縄

事務所 

ダ ム 統 管 

 

 

南 部 国 道 

 

南 部 国 道 

 

北 部 国 道 

 

那覇港湾・空港 

Ｐ１３ 

 

 

Ｐ１４ 

 

Ｐ１５ 

 

Ｐ１６ 

 

Ｐ１７ 

◆優秀工事技術者部門 

◆優秀業務技術者部門 

業 務 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成３０年度南部国道事務所用地補償総合技術（その３） 

  業務 

● 那覇港（新港ふ頭地区）岸壁基本設計業務 

（一財）公共用地補

償機構 沖縄事務所 

パシフィックコンサル

タンツ（株） 沖縄支

社 

平良 盛隆 

 

鈴木 信夫 

南 部 国 道 

 

那覇港湾・空港 

Ｐ２２ 

 

Ｐ２２ 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２８年度恩納ＢＰ５号橋下部工（Ａ１～Ｐ２・Ｐ６・Ａ２） 

  工事 

● 平成３０年度北部５ダム維持補修工事 

● 平成２９年度宮平地区改良（その１）工事 

● 那覇空港滑走路増設５工区築造工事 

 

金秀建設（株）   

 

（株）丸孝組   

（株）丸政工務店   

あおみ建設・大本組・丸元建設特

定建設工事共同企業体 

北 部 国 道 

 

ダ ム 統 管 

南 部 国 道 

那覇港湾・空港 

Ｐ ２ 

 

Ｐ ３ 

Ｐ ４ 

Ｐ ５ 

 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２９年度宮平地区改良（その２）工事 

● 中城湾港（新港地区）航路（ー１３．０ｍ）浚渫外１件工事 

（株）鏡原組 

みらい建設工業（株）・座波建設

（株）特定建設工事共同企業体 

南 部 国 道 

那覇港湾・空港 

Ｐ ７ 

Ｐ ８ 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２９年度新川地区跨道橋上部工工事 

● 機動隊（３０）電気設備その他改修工事 

（株）ピーエス三菱 沖縄営業所 

（株）日本電設 

南 部 国 道 

開 発 建 設 部 

（営繕監督保全室） 

Ｐ１０ 

Ｐ１１ 

工 事 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成２９年度与那原地区道路改良（その４）工事 

● 平成２９年度南風原アーチ橋耐震補強（下りＰ１５、Ｐ１６）工  

  事 

● 石垣港（新港地区）岸壁（ー１０ｍ）築造工事（第３次） 

先嶋建設（株） 

（株）鏡原組 

 

丸尾建設（株） 

西江 敬仁

金城 保 

 

大底 安則 

南 部 国 道 

南 部 国 道 

 

石 垣 港 湾 

Ｐ１９ 

Ｐ１９ 

 

Ｐ２０ 



１． 施工計画、品質、出来形管理等の施工技術が優秀で出来ばえも良く、他の模範となるもの 

２． 工事施工上の困難性（短期間の工期、施工条件、難易性、地元情勢）を克服し、工事の遂行に努力

し、かつ、出来ばえの良好なもの 

３． 新しい施工技術を導入し、今後の施工技術の研究及び向上に貢献度が大きく、かつ、出来ばえも良

好なもの 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２８年度恩納ＢＰ５号橋下部工（Ａ１～Ｐ２・Ｐ６・Ａ２）

工事 

● 平成３０年度北部５ダム維持補修工事

● 平成２９年度宮平地区改良（その１）工事

● 那覇空港滑走路増設５工区築造工事

金秀建設（株） 

（株）丸孝組 

（株）丸政工務店  

あおみ建設・大本組・丸元建設特

定建設工事共同企業体 

北 部 国 道 

ダ ム 統 管 

南 部 国 道 

那覇港湾・空港 

Ｐ ２ 

Ｐ ３ 

Ｐ ４ 

Ｐ ５ 

優良施工工事一覧

優 良 施 工 工 事 の 選 考 基 準 

1/22



優良施工工事 

件名 平成２８年度恩納ＢＰ５号橋下部工(Ａ１～Ｐ２･Ｐ６･Ａ２)工事 

会社名 金秀建設（株） 

工事説明 

 本工事は、一般国道 58 号の恩納バイパス事

業の一環であり、恩納バイパスにおける 5 号橋

の橋台 2 基、橋脚 3 基の工事である。 

 本施工箇所は、供用中の既設道路との近接作

業、周辺は農道及び河川の横断、米軍施設の隣

接等、通行車両への安全及び周辺環境に対して

の配慮が必要な状況であった。 

 橋台施工箇所は通勤及び観光車両の多い供

用中のバイパスからの出入の為、頻繁な大型車

両の搬出入時には誘導員の配置はもちろん事

前に取決めた運行経路を遵守させることで渋滞

を起こす事なく工事を進捗することができた。 

 橋脚施工箇所においては、供用中のバイパス

通行車両への配慮としてクレ-ン使用時の高さ及

び旋回の制限を実施し運転者に威圧感を極力

与えないよう、待機時の旋回等を実施し、施工中

の災害防止としてクレーンのリミッターキーの現

場保管を徹底して行った。 

 本工事の工程のクリティカルである P1 橋脚、

P2 橋脚においては米軍演習地への通行止めが

出来ない為、橋脚間への切廻し、狭隘での施工

でしたが、施工上の懸念事項等も関係機関への

事前の協議や工事繁忙期の地元自治会、地元

耕作者への説明、挨拶等を行ったことで、工事

に対する苦情、河川への土砂流出等もなく施工

できた。 

 品質、安全、環境どれにおいても勝手なことは

しないさせない、各施工段階に応じた事前の打

合せを徹底管理することで長期にわたり無事故・

無災害にて竣工を迎えることが出来た。 

工事概要 

● 事務所名／北部国道事務所

● 工事場所／恩納村字恩納地内

● 工事内容／道路土工 一式 

排水構造物工  一式 

構造物撤去工 一式 

 法面工    一式 

橋台工(2 基) 一式 

RC 橋脚工(3 基)  一式 

仮設工 一式 

磁気探査工 一式 

● 工期／H28.11.4～H31.3.18

● 契約金額／\390,679,200

位 置 図 
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優良施工工事 

件名 平成３０年度北部５ダム維持補修工事 

会社名 （株）丸孝組 

工事説明 

 本工事はダムが所期の機能を発揮するようダ

ム管理施設及びダム湖の正常な機能を維持、保

全する工事である。 

本工事において主要工種となった構造物補修

工は、ダム間を連結して導水する調整水路トン

ネルのインバート補修工であった。右図のとおり、

5 つのダムを調整水路トンネルで結んで統合運

用することで高効率な水資源利用が図られてい

る。水路はこの統合運用の要ともいうべき重要

な施設であり、継続的に調査・補修が行われて

いる。今回の施工内容は安波ダムと福地ダム間

の一部、延長 350m で劣化した水路インバートに

コンクリートを打設して底盤を増圧補強するもの

であった。 

工事特性としては、地下トンネルという特殊環

境や米軍北部訓練場という規制地内の通行、水

資源管理への影響を出来るだけ小さくするため

の早期完了などの課題があった。これらの課題

に対し、発注者と細部の打合せ・協議を行いな

がら適切な施工計画を立案し、安全な施工環境

の整備・県外からの特殊施工機械の調達・生コ

ン業者との事前供給折衝・米軍関係者との日々

調整等を円滑かつタイムリーに実施し、短期間

で工事を完了させた。 

その他工事全般にわたり良好な品質、出来形

を確保しダム管理に支障をきたすことなく無事故

で工事を完成させた。 

工事概要 

● 事務所名／北部ダム統合管理事務所

● 工事場所／沖縄県国頭郡国頭村、東村

● 工事内容／構造物補修工一式、付属物設

置工 一式、雑工等一式、流木処理工一式、

仮設工一式

● 工期／H30.5.24～H31.2.28

● 契約金額／\87,480,000

位置図 

調整水路トンネルインバート補修工完了 施工状況 
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優良施工工事 

件名 平成２９年度宮平地区改良（その１）工事 

会社名 株式会社 丸政工務店 

工事説明 
位置図

工事概要 

● 事務所名／南部国道事務所

● 工事場所／南風原町字宮平地内

● 工事内容／道路土工（ＩＣＴ含む） 一式 

地盤改良工   一式 

カルバート工   一式 

擁壁工   一式 

情報ボックス工   一式 

道路照明設置工  一式 

舗装工（ＩＣＴ含む） 一式 

● 工期／H２９.８.４～H３１.３.２９

● 契約金額／\３８０，４８４，０００

工事場所 

【着工前】 【竣工】

国道３２９号南風原バイパスは、南風原町

から那覇市間の交通混雑の緩和と沿道環

境の改善、那覇都市圏へのアクセス強化に

よる幹線道路網の形成などを目的とする道

路です。 

本工事は南風原町字宮平地内において

側道及び歩道を施工した工事である。 

施工にあたっては、隣接工事との工程及

びヤード調整の他、既設町道との交差箇所

が多い制約条件の中、現道交通の安全性

を確保しながら施工が困難性を伴った。 

また、作業に伴う騒音・振動等に地元住

民への配慮として、防音・防塵ネット設置

等、積極的な取組で地域貢献を図り、適正

に工事を実施したことで、無事故で工事を完

成させた。 

また、施工範囲の大部分で軟弱地盤対策

が必要となり、追加工種も含め適切に対応

し高い水準で品質・出来形・出来栄えを確保

した。 

この工事の完成により、国道３２９号南風

原バイパスの南風原町宮平～新川区間の

延長１．２ｋｍが平成３１年３月２１日より暫

定２車（側道部）を開通することができ、那覇

方面から大型商業施設までの移動時間を約

８分短縮が想定され、アクセス性・利便性の

向上が期待されます。 
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優良施工工事 

件名 那覇空港滑走路増設５工区築造工事 

会社名 あおみ建設・大本組・丸元建設特定建設工事共同企業体 

工事説明 

本工事は、那覇空港滑走路増設事業におけ

る外周護岸の最終締め切り及び通水部のボック

スカルバート据付を施工する築造工事である。 

外周護岸の締め切りに先立ち、ボックスカル

バート（６函で 280m）を据付けることとなるが、当

該施工箇所は幅員が約 150m と狭隘であり、か

つ、波浪や潮流の影響を受けやすい海域のため、

安全で効率的な施工が求められた。 

そこで、据付施工時に使用する複数のウイン

チ操作の一元化や鋼製の据付ガイド材の設置な

ど、安全性、効率性の向上を図りつつ、精度の

高い施工とした。 

また、ボックスカルバートが長大（50m 及び

40m）であることから、水平性を確保しながら沈

設する必要があったため、注水管理システムを

用いて函内の水位を一元的に管理し、安定的な

据付を実現した。 

一方で、外周護岸の締め切りに当たっては、

現場海域には水深の深い場所もあることから、

本体捨石の均し作業を潜水士による人力施工か

ら水中バックホウによる機械施工とし、安全性確

保と作業期間短縮を図った。 

以上、様々な対策を講じながら確実に工事を

進捗させ、工期内完成を達成した。 

工事概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 工事場所／那覇空港地先

● 工事内容／浚渫工 一式 

基礎工          一式 

本体工（ｶﾙﾊﾞｰﾄ式）  一式 

本体工（ﾌﾞﾛｯｸ式） 一式 

本体工（捨石式） 一式 

裏込工   一式 

被覆・根固工   一式 

雑工   一式 

● 工期／H28.7.30～H30.7.31

● 契約金額／\5,343,840,000

位置図

竣 工 （上）ボックスカルバート据付 （下）水中バックホウ 

那覇空港 

瀬長島 

2,700m×60m 

施工箇所 
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１． ＩＣＴ技術を導入した工事施工並びに技術の普及に積極的に取り組み、他の模範となるもの 

２． 工事施工上の困難性を克服して工事の遂行に努め、成績が優秀なもの 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２９年度宮平地区改良（その２）工事

● 中城湾港（新港地区）航路（ー１３．０ｍ）浚渫外１件工事

（株）鏡原組 

みらい建設工業（株）・座波建設

（株）特定建設工事共同企業体 

南 部 国 道 

那覇港湾・空港 

Ｐ ７ 

Ｐ ８ 

ICT 活用工事一覧

I C T 活 用 工 事 の 選 考 基 準 
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ＩＣＴ活用工事 

件名 平成２９年度宮平地区改良（その２）工事 

会社名 株式会社 鏡原組  

 

    

 

工事説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

位置図 

工事概要 

● 事務所名／南部国道事務所 

● 工事場所／南風原町字宮平地内 

● 工事内容／構造物撤去工      一式 

排水構造物工      一式 

道路土工（ＩＣＴ）     一式 

法面工          一式 

擁壁工          一式 

カルバート工      一式 

舗装工（ＩＣＴ含む）   一式 

道路照明設置工    一式 

● 工期／H２９.８.２４～H３０.１０.３１ 

● 契約金額／\２３９，７６０，０００ 

 

工事場所 

【竣工】             【路体盛土（ＩＣＴ）ＭＧﾀｲﾔﾛ-ﾗ-】 

国道３２９号南風原バイパスは、南風原町

から那覇市間の交通混雑の緩和と沿道環

境の改善、那覇都市圏へのアクセス強化に

よる幹線道路網の形成などを目的とする道

路です。 

本工事は南風原町字宮平地内において

側道及び歩道を施工した工事である。 

施工にあたっては、国土交通省が提唱す

るｉ-Construction に基づき、ＩＣＴの全面的活

用を図るため、起工測量、設計図書の照

査、施工、出来形管理、検査及び工事完成

図書や施工管理の記録及び関係書類につ

いて３次元データを活用するＩＣＴ活用工事で

あり、掘削、路体（築堤）盛土、路床盛土、下

層路盤（車道・路肩部）、上層路盤（車道・路

肩部）を対象に施工し、高い水準で品質・出

来形・出来栄えを確保した。 

この工事の完成により、国道３２９号南風

原バイパスの南風原町宮平～新川区間の

延長１．２ｋｍが平成３１年３月２１日より暫

定２車（側道部）を開通することができ、那覇

方面から大型商業施設までの移動時間を約

８分短縮が想定され、アクセス性・利便性の

向上が期待されます。 

 

7/22



ＩＣＴ活用工事 

件名 中城湾港（新港地区）航路（－１３．０ｍ）浚渫外１件工事 

会社名 みらい建設工業（株）・座波建設（株）特定建設工事共同企業体 

工事説明 

 本工事は、中城湾港（新港地区）航路（-13.0m）

の共通工、浚渫工、土捨工、裏込・裏埋工及び

深浅測量を施工するものである。 

深 浅 測 量 は 、 国 土 交 通 省 が 提 唱 す る

i-Construction に基づき、ＩＣＴの全面的活用を図

るため、起工測量、設計図書の照査、施工、出

来型管理、検査及び工事完成図や施工管理の

記録及び関係書類について３次元データを活用

し取りまとめた。 

 施工においては、ＩＣＴを活用して、底面高、法

面整形、土量出来高等の施工管理を行い規格

値を満足するとともに出来栄えの良い高品質の

成果を実現した。 

 また、成果の３次元データを活用し水路測量法

に基づく海図補正を効率的かつ的確に推進した

し、本工事のみならず、ＩＣＴを活用した事業全体

の効率化を実現した。 

工事概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 工事場所／沖縄市海邦町地先

● 工事内容／共通工 一式 

浚渫工 一式 

土捨工   一式 

裏込・裏埋工 一式 

● 工期／H３０.１１.１６～H３１.３.１１

● 契約金額／\531,943,200

位置図 

図 
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１． 工事の実施にあたり、施工の安全確保に特段の配慮がなされ、かつ工事の成績が優秀であったも

の 

２． 困難立地条件のなかで、安全確保を図るために積極的に創意工夫がなされ、安全施工に顕著な成

績を上げたもの 

３． 安全施工に関して顕著な成果を上げ、他の請負業者の模範として、推奨すべき成果をあげたもの 

 

 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２９年度新川地区跨道橋上部工工事 

● 機動隊（３０）電気設備その他改修工事 

（株）ピーエス三菱 沖縄営業所 

（株）日本電設 

南 部 国 道 

開 発 建 設 部 

（営繕監督保全室） 

Ｐ１０ 

Ｐ１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安 全 施 工 工 事 の 選 考 基 準 

安全施工工事一覧 
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安全施工工事 

件名 平成２９年度新川地区跨道橋上部工工事 

  会社名 株式会社 ピ－エス三菱 沖縄営業所  

   

工事説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

位置図 
国道３２９号南風原バイパスは、南風原町

から那覇市間の交通混雑の緩和と沿道環

境の改善、那覇都市圏へのアクセス強化に

よる幹線道路網の形成などを目的とする道

路です。 

本工事は南風原町字新川地内において

付け替え町道の上部工を施工した工事であ

る。 

施工にあたっては、隣接工事との工程及

びヤード調整の他、高所作業、重量物取扱

い作業が伴い重大事故につながる墜落災

害防止への取組が求められたが、建設業労

働災害防止協会講師による安全教育や、巻

き上げ機（ウィンチ）の操作・軌道装置使用

に必要な特別教育を実施し、作業員全員に

資格を取得させるなどの模範的な対策を講

じ、無事故で工事を完成させた。 

この工事の完成により、国道３２９号南風

原バイパスの南風原町宮平～新川区間の

延長１．２ｋｍが平成３１年３月２１日より暫

定２車（側道部）を開通することができ、那覇

方面から大型商業施設までの移動時間を約

８分短縮が想定され、アクセス性・利便性の

向上が期待されます。 

 

工事概要 

● 事務所名／南部国道事務所 

● 工事場所／南風原町字新川地内 

● 構造型式／ポストテンション方式３径間連結 

バルブＴ桁橋（セグメント方式） 

● 工事内容／プレキャストセグメント制作工一式 

 支承工／／／／／／／／／一式 

 工場製品輸送工／／／／／一式 

 架設工／／／／／／／／／一式 

 床版・横組工 ／／／／／／一式 

 落橋防止装置工／／／／／一式 

 舗装工／／／／／／／／／一式 

● 工期／H３０.４.２５～H３１.３.２９ 

● 契約金額／\１７０，４３４，８００ 

 

工事場所 

【着手前】                   【竣工】 
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安全施工工事 

件名 機動隊（３０）電気設備その他改修工事 

会社名 （株）日本電設 

工事説明 

 本工事は、昭和４９年に供用を開始した沖縄県

警察機動隊における老朽化した受変電設備及

び電力幹線ケーブルの更新等を行う工事であり、

経年劣化による予期せぬ故障で機動隊業務に

支障が生じないようにするとともに、環境負荷低

減（省エネルギー）を図るものである。 

 施設を使用しながら電源供給の根幹となる受

変電設備を更新するにあたり、既設の受変電設

備を撤去して新たな受変電設備を新設するまで

の期間も電源を供給する必要があった。 

そのためには仮設受変電設備による継続的

な電源供給が必須であり、それに伴い既設から

仮設、仮設から新設への電源切替え（停電）作

業が必要となり、その安全対策が課題であった。 

 停電作業における安全対策として、数多くの既

存幹線ケーブルルートの詳細な現地調査を行う

等、施設全ての電気系統の確認を確実に行った

ほか、施設の電気主任技術者及び施設管理者

との綿密な連絡調整を行い、電源供給先の機器

の停電による影響の有無を詳細に確認すること

を徹底した。 

 また電源を供給する仮設発電機稼働中の状況

を２４時間体制で巡視することで、故障・事故が

発生しないよう更なる安全確認を徹底した。 

 その他の安全対策として、会社一丸となった安

全管理体制を確立し、安全教育や安全パトロー

ル、安全活動等の安全対策を徹底して行い、無

事故・無災害で工事を完成させた。 

工事概要 

● 事務所名／営繕監督保全室

● 工事場所／沖縄県うるま市字大田

● 工事内容／本館（RC-2、2,350 ㎡既存）

 厚生棟（RC-1、628 ㎡既存） 

隊舎（RC-4、2,740 ㎡既存） 

受変電設備、仮設備、 

機械工事、建築工事  一式 

● 工期／H30.7.5～H31.1.15

● 契約金額／\42,886,800-

施設外観 

位置図 

工事場所 

安全ミーティング実施状況 
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１． 設計計画の立案及び創意工夫等において技術力が優秀で出来ばえも良く、他の業務の模範となる

もの 

２． 設計計画等に新技術を導入し、今後の設計計画技術の研究及び向上に貢献度が大きく、かつ、とり

まとめ、出来ばえも良好なもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成３０年度ダム統管管内橋梁点検業務 

 

 

● 平成２９年度小禄道路付属施設等詳細設計業務 

 

● 平成３０年度南部国道改築事業促進等検討業務 

 

● 平成３０年度北部国道管内道路附属物及び土工構造物点   

   検等（その２）業務 

● 那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）詳細設計業 

  務（その２） 

平成３０年度ダム統管管内橋梁

点検業務建設技術研究所・ＣＴＩ

グランドプラニング設計共同体 

（株）オリエンタルコンサルタンツ 

沖縄支社 

（株）千代田コンサルタント 沖縄

業所 

大日本コンサルタント（株） 沖縄

事務所 

大日本コンサルタント（株） 沖縄

事務所 

ダ ム 統 管 

 

 

南 部 国 道 

 

南 部 国 道 

 

北 部 国 道 

 

那覇港湾・空港 

Ｐ１３ 

 

 

Ｐ１４ 

 

Ｐ１５ 

 

Ｐ１６ 

 

Ｐ１７ 

優良業務一覧 

優 良 業 務 の 選 考 基 準 
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優良業務 

件名 平成３０年度ダム統管管内橋梁点検業務 

会社名 平成３０年度ダム統管管内橋梁点検業務 

建設技術研究所・CTI グランドプラニング設計共同体

業務説明 

本業務は、北部ダム統合管理事務所が管理

する橋梁の損傷および変状を早期に発見し、効

率的な維持管理に必要な基礎情報を取得するこ

とを目的に、「橋梁定期点検要領 H26.6」に準拠

した定期点検および診断を行ったものである。 

道路橋の定期点検は、近接目視による点検を

原則としている。しかしながら、北部ダム統合管

理事務所が管理する橋梁は、直轄国道とは異な

り、大型車が近寄れないことや桁下に進入でき

ない等の理由により、一般的に利用される橋梁

点検車等が使用できない場合がある。このため、

このような橋梁について、診断を行う上で最低限

必要となる損傷状態を把握するため、ロボット技

術による点検を提案・実施した。ロボット技術に

より撮影したスナップ写真による損傷情報は、写

真 1 枚 1 枚をオルソ化し、損傷の種類および寸

法など根拠情報を取得し、損傷図を作成した。 

また、点検結果を基に沖縄の塩害、高紫外線

環境下における防食事情も踏まえた健全性の評

価、対策区分判定等の診断を行った。診断の結

果、詳細調査や対策が必要と判断された橋梁は、

沖縄の骨材事情を考慮した詳細調査の提案、道 

路線形を考慮した対策工の提案等を行った。 

更には、橋梁管理支援ツールとして、橋梁毎

の維持管理履歴と現在の損傷状況を簡潔に整

理するとともに、現場イメージを実感していただく

補助ツールとして普段現場に入れない函桁内部

を対象として VR 作成を行った。 

業務概要 

● 事務所名／北部ダム統合管理事務所

● 業務場所／北部ダム統合管理事務所管内

● 業務内容／

現地踏査 一式 

関係機関との協議資料作成 一式 

定期点検 一式 

点検調書作成 一式 

橋梁診断 一式 

● 工期／H30.8.24～H31.2.28

● 契約金額／\20,520,000

①画像取得 （現地での写真撮影）

②合成処理（取得したスナップ写真の合成） 

③損傷の種類及び寸法情報の取得

④点検調書作成支援（損傷図作成）

オルソ化 
処理

スナップ写真で
は損傷図が作
成できない． 

オルソ写真をトレー
スし損傷情報取得． 

・損傷記載漏れ無． 
・損傷位置が極めて正確 

容易に近接でき
な い 箇 所 の 情
報取得 
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優良業務 

件名 平成２９年度小禄道路付属施設等詳細設計業務 

会社名 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ 沖縄支社  
  

業務説明 

 本業務は、小禄道路事業に関する基幹業務で、

複数業務・工事と連携し、円滑な事業推進に繋

がるよう各種設計及び関係機関協議を行った。 

各種設計として、道路付属施設、強制排水施

設、航空自衛隊の施設等を実施した。 

標識や交通遮断施設などの道路付属施設は、

設計基準だけでは細部仕様などが決定できない

ため、各種事例の収集、実運用上の課題を踏ま

えながら、設計を行った。 

強制排水施設設計では、構造物設計、耐震設

計、道路設計、機械設備設計、電気設備設計な

ど総合的な技術力を発揮して行った。 

現那覇空港インターチェンジのＵ型擁壁の改

築は、地下水位が高く、改築に伴う湧水対策が

必要であった。既往設計では止水性の高いＳＭ

Ｗ工法を選定していたが、施工時の交通規制が

必要となる点が課題であった。そこで、仮設構台

が不要となる鋼矢板工法への変更を行い、交通

規制が路肩規制に軽減できた。 

重金属対策では、最終処分場の受入土量を

超過する重金属含有土が発生する見込みが高

いことから、新技術の活用を含めた対策提案を

行った。 

 関係機関協議として、都市計画変更手続きで

は、都市計画変更図書作成に加え、案内文書作

成、ポスティング対応、地元説明会への参加等、

都市計画決定告示までを支援した。その他、事

業認定資料作成や景観カルテの取り纏め等、事

業上の協議課題に対応した。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

業務概要 

● 事務所名／南部国道事務所 

● 業務場所／南部国道事務所管内 

● 業務内容／道路付属施設詳細設計 一式 

仮設構造物詳細設計   一式 

既設跨道橋撤去設計   一式 

重金属対策検討       一式 

道路詳細設計        一式 

平面交差点詳細設計    一式 

一般構造物詳細設計    一式 

航空自衛隊設備施設設計一式 

関係図書作成         一式 

強制排水施設からの 

流末排水設計          一式 

交通量推計        一式 

交通量調査            一式 

● 工期／H29.4.15～H30.11.30 

● 契約金額／\92,577,600 

付帯施設平面図 都市計画変更図書 強制排水施設 設備予備設計・構造物設計 
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優良業務 

件名 平成３０年度南部国道改築事業促進等検討業務 

会社名 株式会社 千代田コンサルタント 沖縄営業所

事業進捗会議運営状況 

業務説明 

 本業務は、南部国道管内における改築８事業（嘉

手納バイパス，北谷拡幅，小禄道路，那覇北道路，

浦添拡幅，南風原バイパス，与那原バイパス，豊見

城東道路）の事業展開を円滑・迅速に進めていくた

め、事業進捗に影響する既往資料・設計項目・内容

の整合等を整理し、必要となる工程検討を行ったも

のである。 

本業務において、事業進捗管理として月１回開催

する「事業進捗会議」の運営、および会議資料の作

成（事業工程表、案件リスト一覧表、関係機関協議

一覧表、懸案一覧図）を実施し、事業促進に支障と

なっている懸案事項・協議事項について、事務所内

関係課で情報共有し、クリティカルとなる案件につ

いて解決期限を設定することで、円滑な事業促進に

大きく寄与した。 

また、現場状況確認の目的で、最盛時期事業の

「個別調整会議」の開催や、出張所における「履行

報告会」への参加を行い、事業進捗として工事発注

予定に対するタイムリミット等についても確認が必

要となる案件に着目されており、事業進捗の促進が

図られた。 

個別案件としては、小禄道路の施工ステップＣＧ

作成、浦添北道路Ⅱ期線で先行着手可能な工事を

抽出し事業全体の工程計画表を作成、南風原バイ

パスで施工中に発生した斜面崩壊に対し、法枠や

アンカーによる法面対策の提案を行うとともに工事

発注図書作成を行い、側道供用開通に資する対応

を行った。 

事業工程表 

案件リスト一覧表

業務概要 

● 事務所名／南部国道事務所

● 業務場所／南部国道事務所管内

● 業務内容／現地調査

現状の把握、課題・問題点の 

抽出と資料更新  一式 

問題点に対する対応策の検討 一式 

詳細工程表の更新  一式 

工程管理資料の更新  一式 

個別調整会議への参加  一式 

事業進捗のための業務円滑化 

改善の提案  一式 

他個別案件検討 

● 工期／H30.4.12～H31.3.22

● 契約金額／\50,868,000
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優良業務 

件名 平成３０年度北部国道管内道路附属物及び土工構造物点検等 

                                   （その２）業務 

会社名 大日本コンサルタント(株) 沖縄事務所  
  

業務説明 

本業務は、国道３２９号の道路附属物および

土工構造物の現状を把握し、異常または損傷を

早期に発見し、安全・円滑な交通を確保するとと

もに、沿道や第三者への被害防止を図るため、

効率的な維持管理に必要な点検等を行うもので

ある。点検対象は、道路照明設備・道路標識・情

報提供装置・ＣＣＴＶ等、のり面工および擁壁で

あり、高所作業車等による近接目視で損傷状況

把握・評価し、点検調書を作成した。また、詳細

調査では、板厚測定・支柱基部掘削後の腐食調

査を行うとともに、非破壊調査による鋼管柱路面

境界腐食調査を実施した。さらに、今後の維持

管理を考慮し、現地ボルトへの「合いマーク」付

記、標識柱には「管理番号シール」を貼付、起終

点が不明な土工構造物には「起終点プレート」を

設置した。 

供用安全性の確認が必要な橋梁に対し、20ｔ

ダンプトラックによる載荷試験および応力頻度測

定を実施した。また、たわみ計測では、加速度計

を用いた新技術を活用し、緊急的に計測が必要

な場合における基礎データを収集した。なお、Ａ

ＳＲ試験、含有塩分量調査等も行い、現時点で

の供用安全性を確認するとともに、今後の点検

重点箇所についても示した。 

 
位置図 

 
 

業務概要 

● 事務所名／北部国道事務所 

● 業務場所／北部国道事務所管内 

● 業務内容／道路附属物点検    一式 

道路土工構造物点検  一式 

辺野喜橋詳細調査    一式 

● 工期／H30.4.11～H31.2.28 

● 契約金額／\34,776,000 
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優良業務 

件名 那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町線）詳細設計業務（その２） 

会社名 大日本コンサルタント(株)沖縄事務所 

 

業務説明 

本業務は、那覇港から那覇空港・沖縄本島南

部地域・中北部地域への交通量増加への対応

や臨港道路港湾１号線などの交通混雑の緩和、

ふ頭間の円滑な交通の確保を図ることを目的と

した那覇港（新港ふ頭地区）臨港道路（若狭港町

線）整備事業に伴う、若狭部（若狭 IC：A ランプ、

D ランプ）の橋梁詳細設計、道路詳細設計、一般

構造物設計および仮設構造物詳細設計を行うも

のです。 

 本業務の技術的特徴は、以下の通りです。 

◆複雑な線形に対する構造諸元の最適化 

大きな曲率を有し、縦断変化に富む道路線形

のため、三次元モデルによる骨組み解析を実施

し、二主箱桁や支点部の負反力対策（アウトリガ

ーの設置）等、構造の最適化を図りました。また、

左右主桁間の鉛直たわみ差および桁のねじりに

より床版への付加応力が生じるため、FEM 解析

により、RC 床版の安全性を検証しました。 

◆維持管理に配慮した橋梁計画 

海上橋であるため、全断面溶接構造を採用す

ることで劣化の弱点部（添接部等）を排除しまし

た。また、主桁間に検査路兼用の防護版を設置

し、飛来塩分の侵入防止および外面塗装範囲の

削減による LCC の縮減にも配慮しました。 

◆周辺影響に配慮した安全・確実な施工計画 

橋脚設置による既設構造物への影響（施工時、

完成時）をＦＥＭ解析により検証しました。また、

海中盛土（袋詰め玉石）の適用を検討し、仮桟橋

設置範囲の縮小によるコスト縮減を図りました。 

◆業務遂行の工夫による品質確保 

業務初期段階に施工計画を立案（全体模型を

作成）し、協議毎に計画の熟度を高めていきまし

た。また、CIM モデルを有効に活用し、施工ステ

ップの妥当性を検証し、品質を確保しました。 

業務概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 業務場所／沖縄県那覇市若狭

● 業務内容／橋梁詳細修正設計  一式

道路詳細修正設計  一式 

一般構造物設計  一式 

仮設構造物詳細設計一式 

ＣＩＭ活用        一式 

● 工 期／Ｈ３０．６．３０ ～ Ｈ３１．３．２６ 

● 契約金額／\１５７，６８０，０００

位置図 

設計箇所 

【模型による隣接工区も含めた施工検討 

【CIM モデルによる施工検証】 

【上部工 FEM 解析】 

【FEM 解析による床版応力度の検証】 【CIM による施工ステップの妥当性検証】 
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１． 工事施工における困難性（工期、施工条件、難易性、地元情勢）を克服 

２． 新しい施工技術の導入等の創意工夫 

３． 土木工事現場の環境改善によるイメージアップ等への貢献度 

 

 

 

 

 

 

工 事 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成２９年度与那原地区道路改良（その４）工事 

● 平成２９年度南風原アーチ橋耐震補強（下りＰ１５、Ｐ１６）工  

  事 

● 石垣港（新港地区）岸壁（ー１０ｍ）築造工事（第３次） 

先嶋建設（株） 

（株）鏡原組 

 

丸尾建設（株） 

西江 敬仁

金城 保 

 

大底 安則 

南 部 国 道 

南 部 国 道 

 

石 垣 港 湾 

Ｐ１９ 

Ｐ１９ 

 

Ｐ２０ 

優 秀 工 事 技 術 者 の 選 考 基 準 

優秀工事技術者一覧 
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優秀工事技術者 
 

 

監理技術者 

西江 敬仁 

 

 

●工 事 名：平成２９年度与那原地区道路改良（その４）工事 

●事務所名：南部国道事務所 

●工 期：平成３０年３月２９日～平成３１年２月８日 

●会社名／代表者名：先嶋建設 株式会社／黒島一洋 

 

 

この度、優秀工事技術者を受賞できましたことは、建設工事に携わる技術者として誠に光栄であり

ます。これもひとえに沖縄総合事務局 南部国道事務所 那覇空港自動車道出張所の監督職員をはじ

め、関連隣接工事各業者、近隣住民の皆様からのご指導とご協力があっての事と深く感謝申し上げま

す。 

本工事は、一般国道与那原バイパスの土砂掘削、運搬及び法面保護の工事でした。当該工事は、

他工区と輻輳し、相互の工程や工事に支障を生じさせない施工方法が課題でした。特に課題だったの

は、起伏のある現場を掘削運搬しながら、他工区の工事道路を確保する事でした。そのため、掘削方

法を工事用道路確保優先に行いながら、法面工事の施工を踏まえた道路の切り回しを複数回行い他

工区への工事に支障無く施工する事ができました。安全管理では、他工区と打合せを密に行い工事車

両の台数を調整し現場出入り口及び一般道での渋滞に配慮しました。朝夕の通勤通学の時間帯には

交通量が多い事から交通誘導員を増員して事故防止等に努めました。 

現場の品質確保につきましては、創意工夫等を行い、全職員一丸となって取り組み無事故・無災害

で品質、出来形とも良好に工期内完成をすることが出来ました。今回の受賞を励みに、これからも尚一

層の努力を重ね、安心・安全で地域の環境に配慮した現場づくりに努めたいと思います。 

 
監理技術者 

金城 保 

 

 

●工 事 名：平成２９年度南風原アーチ橋耐震補強（下り P１５、P１６）

工事 

●事務所名 ：南部国道事務所 

●工 期 ：平成３０年３月１５日～平成３１年２月１５日 

●会社名／代表者名：株式会社 鏡原組／新里英正 

 

 

 この度、優秀工事技術者の表彰を受賞できましたことは、建設工事に携わる技術者として誠に

光栄であります。これもひとえに沖縄総合事務局南部国道事務所与那原維持出張所の監督職員を

はじめ、工事に携わった多くの関係者の方々のご指導、ご協力があっての事と深く感謝申し上げ

ます。   

 本工事は、那覇空港自動車道の南風原アーチ橋（下り P15、P16）において耐震補強をコンク

リート巻立て、鋼板巻立て、炭素繊維シートで補強を行う工事であります。  

 施工箇所は地上高 30ｍを超える高所作業であるため、従来品より作業空間を拡大させた次世

代型 Iq システム足場を採用し、作業環境の改善により、安全性と施工性を向上させる事ができ

ました。 

 コンクリート巻立ては、供用中の橋脚部で交通振動の影響を受ける事からひび割れ発生の無い

良質なコンクリート打設のための計画書を立案し、打設前日の施工会議で全作業員に施工方法・

手順を周知し、品質を確保するための施工を管理しました。 

 今後さらなる新技術の活用、高品質な施工が提供できるよう努めて参ります。 
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優秀工事技術者 

監理技術者 

大底 安則 

●工 事 名：石垣港（新港地区）岸壁（－１０ｍ）築造工事（第３次）

●事務所名：石垣港湾事務所

●工 期：平成３０年１０月１６日～平成３１年３月２８日 

●会社名／代表者名：丸尾建設（株）／丸尾 剛

 この度、栄誉ある優秀工事技術者表彰を受賞させて頂きましたことは、建設工事に携わる技術者とし

て誠に光栄であります。これもひとえに、沖縄総合事務局石垣港湾事務所の皆様を始め、工事に関わ

った全ての方々のご指導、ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。 

 本工事は、石垣港新港地区岸壁(-10m)のクルーズ専用岸壁を整備する工事でありました。平成 30

年4月に暫定供用を開始したクルーズ専用岸壁内での作業は、旅客等に対する安全対策と、クルーズ

船の入出港に伴う作業制限による工程管理が最も重要な課題でありました。特に工程管理において

は、埋立工が工程を左右することから、埋立土砂の陸上運搬を岸壁使用中でも作業可能な岸壁背面

側から海上運搬投入を行う施工方法へ工夫を行った結果、工程短縮を図るとともに、旅客等の安全も

確保することが出来ました。又、関連工事との調整や協力業者と綿密な打合せを重ね作業効率化を図

ることで週休２日の休日を確保し、品質管理にも心を配り、安全についても無事故・無災害で工事を完

了することが出来ました。 

今回の受賞を励みに、より一層の努力を重ねて技術力・品質の向上、安全で快適な職場環境作り、

社会貢献できるよう努めていきたいと思います。 
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１． 業務履行上の困難性（工期、施工条件、難易性、地元情勢）を克服 

２． 新技術の導入等の創意工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成３０年度南部国道事務所用地補償総合技術（その３） 

  業務 

● 那覇港（新港ふ頭地区）岸壁基本設計業務 

（一財）公共用地補

償機構 沖縄事務所 

パシフィックコンサル

タンツ（株） 沖縄支

社 

平良 盛隆 

 

鈴木 信夫 

南 部 国 道 

 

那覇港湾・空港 

Ｐ２２ 

 

Ｐ２２ 

優秀業務技術者一覧 

優 秀 業 務 技 術 者 の 選 考 基 準 
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優秀業務技術者

主任担当者 

平良 盛隆 

●業 務 名 ：平成３０年度南部国道事務所用地補償総合技術

（その３）業務 

●事務所名 ：南部国道事務所

●工 期 ：平成３０年４月２日～平成３１年３月２９日 

●会社名／代表者名：一般財団法人 公共用地補償機構

沖縄事務所／所長 稲里 昇 

 この度、栄誉ある優秀業務技術者の表彰を受けましたことは、補償コンサルタント業務に携わる者と

して誠に光栄なことであります。業務遂行にあたりご指導、ご支援頂きました南部国道事務所用地第

二課の職員の皆様をはじめ、関係各課の方々に深く感謝申し上げます。 

 本業務は、国道５０６号（小禄道路）に必要となる土地（那覇市境水地内～同市具志地内）の所有者

に対して関係権利者の特定、補償額算定書の照合、公共用地交渉方針の作成及び公共用地交渉等

を行い、関係権利者から同意を頂き、当該事業の用地取得の早期進捗を図ったものであります。 

 今回の業務箇所については、今後の当該事業の工事工程に影響を及ぼす恐れがあるトンネル区間

（区分地上権設定箇所）があり、又、関係権利者も多く存していたことから早期の権原取得の必要があ

り用地第二課との調整のうえ、一括調印方式を採用して対応したものの難航案件も存していたため、

用地第二課のご指示も受けながら解決に努めた結果、全ての権原取得を完了させ、事業促進に貢献

できたものと考えております。 

 今回の受賞を励みに、より一層の技術力向上と創意工夫に努め、地域への社会貢献に努めて参り

たいと考えております。今後とも、ご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。 

管理技術者 

鈴木 信夫 

●業 務 名：那覇港（新港ふ頭地区）岸壁基本設計業務

●事務所名：那覇港湾・空港整備事務所

●工 期：平成 30 年 8 月 9 日～平成 31 年 3 月 29 日 

●会社名／代表者名：パシフィックコンサルタンツ(株)沖縄支社

／塘 一成 

この度は、栄誉ある優良業務技術者の表彰を受けましたことは、誠に光栄な事であります。これも那

覇港湾・空港整備事務所の職員の方々ならびに関係者の皆様方のご支援、ご指導があっての事と深

く感謝申し上げます。 

 本業務は、「官民連携による国際クルーズ拠点」として、22 万 GT 級の大型旅客船が着岸可能な機能

を有した那覇港(新港ふ頭地区)の 12 号､13 号岸壁(-12m)について、岸壁部、ドルフィン部、取付護岸

部の基本設計及び施工検討を行うとともに、埋立承認願書申請書の作成、景観検討を行いました。基

本設計は、構造形式の比較検討を行い、経済性、施工性の観点から、岸壁はケーソン式、南ドルフィン

は斜杭式、北ドルフィンはケーソン式、取付護岸はコンクリートブロック積式を採用しました。施工検討

は安全且つ確実にできる施工方法、施工工程、概算工費の算定を行いました。景観検討は、『あらた

な玄関口として期待感と潤いのある沖縄らしい｢めんそーれ｣空間』を景観整備方針として検討を行い、

景観カルテとしてとりまとめました。 

今回の受賞を励みに、なお一層の技術力向上と創意工夫に努め、社会資本整備に尽力したいと 

考えております。今後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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